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質
ょ

-
e觀̂
，れ
ぱ

7此
.等

二

種

の

區

別

は

自

然

，の

區

別

に

し

て

ニ

®

共
に 

货
現
す
可
き
害
な
れ

ど

を
從
來
の
實
際
を
觀
れ
ぱ
何
れ
の

.邦
國
に
て
ダ
攻

®

的
の
嚴
主
聯

<n 

は
殆
と
全
く
之
を
見
る

'
tな
く
、®
主
聯
合
と
云
へ
ぱ
悉
く
防
禦
的
聯
合
お
る
の
實
ぁ

6
。
舉 

1

竟
近
世
の
嚴
主
聯

.
ロ̂
な
る
ダ
，の
が
勞
働
組
，合
に
後
れ
て
發
達
し
、腐
に
势
働
組
入n

に
對
抗
す
る 

.の
：手

腰

i

し
て
郁

S
,さ
れ

4
^

る
か
結
果
に
外
な
ら
ざ
る
な

6
9

妻

，

巧

ね

を

ぎ

.
幫

だ

潭

祭

^

さ̂

旧P

め、!

gCCTWI

PngWBBP

/

•
然
6

而
し
て

»
:主
聯
合
が
其
當
制
ょ

6

斯
の
如
く
勞
働
組
合
に

#

す
る
防
鎭
手
段

4

^

6し 

は
、企
業
家
の
地
位

“
の
然
ら
し
む
る
所
復
お
怪
む
を
要
，

さ
る
可
し
。
蓋
し
個
々
分
立
せ
る
單 

獨
ム
-
赞
働
者
に
贤
し
て
，

®

主の聯合的對抗を策ずが如

V

は
想
像
し
得
可
ら
タ
る
の
不 

必
要
事
な
れ
ぱ
な
、

6

。
然
れ
ぱ
勞
働
者
先
づ
覺

■

し
經
濟
上
に
於
け
る

.0

己
の
地
位
を
認 

識
し
、同
業
者
同
地
位
者
の
：

一

致
協
力
に
依
ら
て
孤
立
孤
，行
の
撒
弱
な
る
境
週
を
脱
す
る
の
策 

を
立
て
、此
に
組
織
盤
然
、指
揮
統
一
、行

.動
敏

S

力
亦
充
分
な
る

i

衞
的
、攻
戦
的
の
同
盟
を
組 

織
し
て
其
權
力
を
充

*

し
、斯
く
て
得
お
る
其
大
權
力
を
利
用
し
て
自
家
の
階
級
的
利
益
擴
張 

の
爲
に
之
を
用
ひ
、企
業
家
に
對
し
て
頒
强
な
る

.反
抗
的
爭
鬪

U

出
づ
る
に
至
る
。
此
に
於
て 

&

企
業
家
は

1

郁V

 

g

家
防
衛
の
爲
に

一

敷
協
力
の
必
要
を
感
知
ず
る
に
至
る
な

6

。
由
來
企 

業
家
の
經
濟
上
に
於
け
る
地
位
は
之
，、を
發
働
者
に
比
ず
れ
ぱ

j

般
に
遙
に
有
力
且
つ

®
 M

な 

る
だ
の
あ
る
が
故
に
势
働
者
の
反
杭
に

.劉
し
て
協
力
を
必
要
と
す
る
か
如
き
は
一
般
に
想
係
，
 

だ
に
及
ぱ
ざ

6

し

所

、
從

，て

組

纖
M

結
の
力
に
依

6

勞
働
者
の
地
位
遙
に
擎
固
を
加
へ
お
る
後 

に

及

び

«

尙
は
企
業
家

t
t《

し
く

f
f
l
s協
力
の
必
要
を
殺
知
せ

t

同
®

照

エ

颇

纖

し

..企

業

.
努
働
港
に
對
す
る
履
主
の
聯
合
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業H
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勞働組合
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シ
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)

ず

レ
勞
f

組
命
に

f

る
防
'働
的
同
盟
お
る
の 

セ
質
を
帶
ぶ
る
に
至
れ
る

所
以
な
ろ
。
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J
 

A M
主
一

S

 <
u

の

發

達

最

近

y

於

て

最
«
 
S

 

?

し
®
 

f

實

情
S

て

之

を

®

るち
同

g

に
於
て
は

一

八
七

0
年
代
の
當
勒

i

盛
に
同
盟

I

I

動
の
起
れ

t

の
ぁ
ろ
。

て
I

伯
林
及
び
？

-

へ
ル

"

X

、ノ
 

-

プ
エ
ン」

に
於
け
る
建
築
業
者
の
聯
合
を

5

 

J

部
‘
企
^

 

家

2

1

處

5

主
一
の
，同
盟
を
策
し
て
？

I

せ
ん
と

す
t

の
を

生
じ
？

し

I

,

，
組
織

5

今
I

如
く
、S

な
t

のy
?

。

加
ふ
る
に
其
同
盟
は
槪
ね
|

的
局

部
め 

の
聯
<
ロ
に
過
ぎ
タ
.

.

し
の
狀
み
ろ
。：
其

/在
ト
欺
ギ
.

i

プ
r

尸

a々
f 

,
 

を
f,

i

 

I

#

广
八
八
o

タ
代
末
に
及
ひ
、社
會
赏
就
®
法

の

撒

厳

に

依▲

働

組

合

察

f

 

f

 

u

f
 V

、

此
に
新

I

働
i

動

の

氣
 

運
再

£

盛
に
.

g

s

激
题
'な
る
i

s

づ.
中
小
企
業
家

f

覺
f

i

て

さ

永

®
 

的
の

■

聯
t

設
立
す
る
に

f

し
：§

た.

.

a

1
八
八
七
年
制
て
設
？

れ
た
る

「

ァ
h
r
 

..
ン
ズ
ル

"」

2

|

|

-

同
？

卽
ち
同

a

l

e

於
け

I
.

®

的

主

S

の

鼻
*

に
し

i

j

i

i

f

l

i

l

l

i

i

n

y

y

i

i

i

i

i

i

^

i

i

i

^

^

i

l

i

i

H

H

V
"

爾
来

M

種

，
の

職

八

口

の

組

‘織
.さ
る
、
タ
の
、相

次

ぎ

し

 ̂
^
0
雕
企
業
家
は

.傅
ほ
^
だ
勞 

働

者

の

圃

體

勢

力

を

充

分

，に
覺
知
せ
t

從
て
其
組

.織
せ

1る
姐
☆
は
地
方
的
孤
立
的
な
る
弱 

の
碰
合
に
過

ぎ
： .

ざ
ろ
し
の
狀

あ
.
： .。

更
に
力
企
業
家
，輩
に
至
み
て
は
自
家
の
難
力
を
過
大
視 

ず
る
と
共
に
殺
働
者
の
對
抗
力
を
輕
視
す
る
こ
と
ニ
層
甚
だ
し
か

6

し
か
ぱ
、當
骑
サ
®
全
く 

此
同
盟
運
動
に
携
は
る
こ
と
な
き
の
有
様
な

>

し
S

來
勞
働
組
合
の
勢
力
拜
加
は

I

®

 

鬪
突

®
 

S

U

大
小

<

i
 

s

書
i

l

f

 

l

共
£

3

?

る
S

を
現 

r

に
及
？

企

業

る

聯

<ロ
骤
抗
の
必
要
を
威
じ

f

-N、

小
企
業
家
は
更
に
微
力
な
る
地
方 

的
聯
合
の
到
底
爲
す
に

足

ら

キ

ト

る

を

ぐ

，ジ
て
大
聯

A
ロ

の

航

織

を

盡

ず

る

に

至

ろ
&

Q

而
し
て 

此
聯
合
發
達
の
風
潮
に
劉
し
ン
刺
激
を
與
へ
お
る

7
.
P

か
は

一
九

0

三

年

ょ

年

に

f

. 

て
冬
期
六
筒
月

1

^

2
せ
る

「

グ

ミ

ッ

チ
ダ
地
方

®

物
職

|
i
f

の
同
盟

寵

業

な
ろ
。
當
蹄
勞
働 

激
の
此
顽
强

な

る

同
盟
罷
業

に

»

し
、同
地

4.
^

の
纖
物
業
者
先
づ
聯
合
し
て
、

同

盟
罷

業

に

ま

め 

る
當
業
者
の
ま
濟
を
？

、次

ゆ

か

濟

に

盡

，
 

1

に
至

-
'
^
.
此
同

®

救
濟
に
依
ら
，

て

勞
働
者
の
鬪
體
的
勢
力

S

效
に
對
抗
せ
ん

S

に

は

/と 

7 

,業

亦

簾

大

紫

®

な

：る
圓
體

を

組
織
せ
さ

る
，可
ら

ネ

る

次

第

勒

め

て
明
に
認
知

す

ら

る

V
,

,

勞
働
者
^
:
:
^
對

す

る

懷

生

の

聯

合

、

力
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六
九
力
.

.ぉ
‘
.、
に

至

：
れ6
0 
卽
ちr

ザ
グ
セ
シ」

，の

繊

緯H

業
者
聯

<

口
鼓
に
獨
逸
工
業
家
中
夹
團
相
携
へ
て
同
盟 

罷
業
に
苦
め
る
企
藥
家
の
救
濟
に
任
卞
る
の
識

1

度
決
せ
ら
る

V

や
、入
し
く
頒
强
を
極
め
ぉ 

る「

グ
リ

ミ
ッ
.チ
.
ヤ
ヴ

」

の
同
盟
罷
業
ダ
直
に
終

4e|

せ
し
む
る
を
得
お
る
の
一
事
は
一
鋭
の
企
業 

家
に
對
し
て
多
大
り
感

.動
を
與
へ
、各
種

H

業
家
の
任
意
的
團
體
を
驅
て
廣
大
笨
圓
な
る
服 

.

主
聯
仓
の
織
に
她
む
る
に
至
ら
し
め
た
る
の
狀
ぁ

6
。
.其
結

.巢
獨
逸
に
於
け
る

®

主®
<
n

 

が
異
數
の
發
逵
を
致
せ
る
次
第
は

「

プ
r

ン、デ
ル
、ポ
ル
ヒ
ト
\

」

找
が
画
家
學
僻
典
中
に
拔
苹
摘
記 

せ
る
左

^

に̂
依
ゲ
て
明
な
る
可
し

0 

- 

.

設立年度

.二

.
九

0 

6
年
.以
前

~
1

九
0
0年
万
至

1

九
§

¥

1

九o
n

银？

1

九0

九年

75

國
民
的

0

合，
，
 

'
 

, 

1

九、 

i,m 

,四七
 

州
触
的
聯
金

 

五八

.

.
：
. 

.n
o

 

H

ハ六
 

郡
ホ
的
聯
合

 

】
ニ 
.
一 

一

六六
 

'
 

八三.

1 

合-

計

 

1

九八
 

ニニ

0

 

,
 

1
0

九
！！

斯
く
て
一
九1

:0
,

年
の
制
に
は
画
足
的
，聯
合
八
ナ
四
、州
縣
的
聯
合

H,
百
七
十

M
、ll
市

聯

命

.

ニ
千
五
十
五
總
評
ニ
千
六
百
十
三
撒
の
嚴
主
聯

<

ロ

を

見

る

，に.至
れ

6
.と
云

.ふ
。
而
し
て
慑
进 

y

於
け
る
此
大
發
達
ホ
、其
發
達
の

®

?
顯
，
*

な
り
し
城
景
氣

.昂
進
期
お
ん
し
一
九

Q
.
W年
以
，

.

' I

降

三

年

間

に

し

て

此
.間
に
創
立
さ
れ
お
る
聯

<
ロ
ぱ
H

民
的
聯
合
三
十
八
、州
縣
的
聯
合
、百
一1

十
、

都
市
的
聯
合
：

A
百
三
十
の
多
き
に
達
せ
舉
竟
景
氣
昂
進
期
は
同
盟
熊

±
運
動
の

M
ぢ
盛 

な
る
取
期
に
し
て
又
勞
働
者
の
壓
迫
に
對
す
る
企
業
家
の
同
盟
防
動
④
必

'.要
最
大
な
る
時
，

期
な
る
が
故
に
外
な
ら
す
。
又
以

.
て
®
主
聯
合
が
ニ
般
に
防
*
的
聯
合
お
る
の
由
來
を
明
に

.

す
る
の
一
證
左
と
す
る
に
あ
ら
ん
。

其
他
、勞
働
者
の
同
盟
運
動
の
發
達
獨
逸
ょ
；

^

ダ
早
か

-

C
N

し
英
米
：兩
國
に
於
て
は
®
主

都

合

' 

の
發
達
タ
亦
獨
逸
に
於
け
る
ょ
以
前
に
在
ら
し

,
,

P

の
あ
6
て

©
ち
英
國
に
於
て
は

一 

七
五
年
に
旣
に
其
發
生
を
見
、

一

八
九
三
年
に
は
總
計
七
十
三
筒
の

.

®
主
聯

<
n

现
芬
す
る
を
見 

お
ろ
.
と
云

.
ひ
.、又
米
画
に
て
は
一
 

'八
八
六
年
煤
爐
製
造
業
の
！屈
主
聯

☆

發
生
ゼ
る

i

共
に
ニ
八 

'ノ <
j
r

に
は
鶴
傲

H

業
、其
翌
年
に
.は
金
物
，エ

業

の

上

に

何

れ

H

民
的
S

主
聯
命
の
成
な
す 

る

，
を

見

お

云

ふ

。

然

れ

と

®

主
聯

A
nの

發

，
達

の#

に
箸
し
き
を
加
へ
お
る
は
、

i

兩
國
に 

於
て

.ダ
亦
獨
逸
と
等
し
く
最
近
十
數
年
來
，の
こ
と
に
し
て
、舉
竟
努

.働
者
の
同
盟
運
動
殊
に
同
，

S

船

H

其
他
の
破
壞
的
赤
資
本
家
的
攻
擊
手
段
を
本
旗
と
せ
る

〔

サ

'
\

デ
ヵ
リ
て
ム

」

の
運
動
盛

'v 

熱
を
加
ふ
る
に
從
ひ
企
業
家
の
一
敦
则
結

a

i必
要
と
爲
れ
る
と
、お

に

一

九
0

0
年
以
♦
數
乍

,■ 

卷
に
對
ず
る
履
生
の
：聯

合

，
. 

六
.
^
二 

;

，もI

め/.
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一

：

:
v
:
缴

#
^
?1
に

纖

す

る

愿

车

の

繁

：
，
-

,.

k
.
-
- 

.
‘ 

.
，

間
世

.

1

般
‘に
現
れ
：お
る
：景
氣
昂
.進
と
：之
に
：俘

、J
^
>缴
傲
者
.運

動

ゆg

趣

と

の

紹

架

に

外

な

ら 

ホ
。

斯
く
て
、英

國

に

於

て

は

I

九

0

 

ニ
年
に

.於
け
る
画
民
的
聯

A

n
五4

-

 

ニ
、地
方
的
聯

<
n
l
f
c

 

M
 

九
十
六
鶴
計
八
百
四
十
八
な

6

し
に
.、一
九
ぬ
九
年
に
は

S
 

M
的
聯
合
七
十

1

!、地
方
的
藤
合
八 

百
九
十
八
ロ
計
九
ぜ
六
十
ニ
の

®

主
聯
合

'を
算
す
る
に
至

6

、又
米
國
に
て
は
一
九

0
0

年
の
ホ

W 

勒懂に三四を臂するに過ぎレ國的聯合が一九

‘

0

 

E
T
.

年

未

に

は

旣

に

；&
‘
十

九

を
 

骑

し

地

方

的

聯

<C

ロ

は

其

數

，詳

な

ら

f
o

る
ダ
亦
甚
だ
憎
加
せ
る
も
の
あ
る
に
至
れ
ろ

i

云
ふ
。
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:

,

加
ふ
る
に

•二
十
址
紀
に
入

6 

•
て
以
跟
努
働
考
運
動
の
普
及
と
共
に
、澳
匈
王

S
. 丁
妹
、
®

西
、サ 

太
利
等
ょ

-
^
‘端
典
譜
戚
、苏
蘭
等
の
各
画
に
至
る
迄
各
地
方
に
幾
多
の
嚴
主

M

體
の
旭
織
せ
ら 

る
、

至
れ
る
ダ
の
あ

6
。

更
に
，進
ん
や
は
偷
孰

.を
本
據

i

せ
る
國
照
的
航
海
業
同
盟

(Inter- 

I

I

のが
f

のFederation Ltd.〕

の
如
き
画
際
的
の
雁
主
聯

<ロ
，
の

發

生

せ

る

，

p

の
あ
6

0

其
發 

達
の
風
潮
は
爾
今

$
r

盛

大

に

，赴

ん

と

す

る

の

狀

な

き

に

非

す

。

厳

近

海

外

電

報

に

依

-
^
.
て 

傳
へ
，ら
れ
お
る
英
國
に
於
け
る
大
々
的
の

.傭
者
擁
竊
組

<ロ
の
前
盡
の
如
き

.
X;

止
に
其

一

端
に

.
 

，外

な

ら

す

。

唯

減

國

に

於

て.は
朱
だ
斯
る
組
織
の
見
る
可
き
ダ
の
あ
る
，を
聞
か
す

i

雖
も
、吾

/<

I

我

S

のH

業
今

尙

ほ

人
の
之
を
，間

S

さ
る
は
我
國

'が
：此
趨
，
#

‘の
外
に
立
て
る
：が
越
に

.菲
卞
。

ミ
®
レ
 

幼
稚
な
る
が
上
に
勞
働
者
の
鬪
結
復
お

^

る
可
き

.P.

の
な
く
、從
て
斯
る
組
織
を
必
要
と
す
す 

き
原
因
，的
,

象

の

今

货

存

せ， f
o

る
が
故
の
み
。

勢

働

者

の

組

織

嫩

く

^

み
て
擎
圓
な
る
組
織 

の
下
に
时
盟
罷

H

の
行
は
る
、
を
見
る
に
至
ら
ん
た
西
歐
諸
，画
と
同
，

j

の
現
象
を
見
る
可
き 

レ
識
者
を
待
す
す
し
て
る
可
し
。
現
に
最
近
活
動
窝
具
辯
士
の
同
盟
熊
紫
に
對
し
て
活
動 

與
f

主

の

聯

合

R

P

決
議
を
爲
せ
る
が
如
き
正
に
其
發

S
 

i
云
ふ

.可
き
な

6

。
曆
主
臂 

A
/ 

t
 

我
企
業
家
に

di：：

な
し

i

湖
ダ
之
を
必
要
と
す
る
の
日
は
遠
き
に
非

•タ< 
ら

®

>
に
傳
來
の
主
從
：關
係
の
如
き
は
到
底
永
く
此
聯
仓

を

不

必

要

な

，ら

し

む

る
を

得

，を

る

可

し

。

四

：

.

i 

.

要

す

る

に

廣

主

聯

、合

は

近

他.の

資

本

的

經

»

組

織

に

隨

伴

す

る

必

至

の

現

象

な

ん
 

て

資

本

は
ホ
織
の
最
ダ
發
達
せ
る
英
米
獨
の
工
業
界
に
最
も
顯
暮
な
る
發
達
を
見
お

〜

ダ

最

近

，に

於

け

，る

其

組
S

は

由

班

組

織

運
#

に
，長

せ
.，る

獨

逸

企

業

家

の

，間

に

最

；
^
究

備

，せ 

の

ポ

ぁ
6

0

,依

て

吾
.人
ほ

此

に

主
i

し

て

獨

逸

に

，
於

け

る
»

主

聯

合

に

就

き
此
a

の

蒲

合
 

發

侧

者

に
i

抗
ず
る
爲
に
取
れ
る
豫
防
的
並
に
戦
鬪
的
の

手
段
を
攻
究
せ
ん
と
す
。

叢
し 

等
の
手
碟
は
爾
餘
の
各
國
に
於
け
る
粟
固
な
る

*

主
聯

<
ロ
の
等
し
く
取

.

C
S

て
以
て
其

-手
‘或 

す

る

⑩
な
れ
ぱ
な
ろ
。
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78

に
纖
す
を
照

.主

.の
聯
合
.，.

< 

-

今
灘
ャ
其
手
段
を

R

る
に
其
第

1

は
對
手
お
る
發
働
者
を
咸
迫
屈
服
せ
し
む
る
を

n
n

妝 

す
る

H
場
閉
鎖
是
な
ヶ
。

元
來
企
業
家
對
势
働
者
間
に
於
け

る
階
級
的
利

S

の
衝
突

.；

1

多 

敷
働
條
件
に
關
す
る

爭

闘
を
生
す
る

75P

の
な

ふ

が、此
戦
闘
に
於
て
發
働
者
の
圆
體

.は
通

F

 

戦
''鬪手
段
を
用
ゆ
る
に
對

I
V

企
，業

{水

の

鬪

，傲

は

エ

場

閉

.顿

な 

な
タ
。
故
に
展
主
職

A
n
ほ
其
瓶
約
啦
に
於
て
.加
盟
組
合
員
に 

H

場
閉
鎖

0
^

決
議
に
は
必
す
之
に
服
從
す
可
き
義
務
を
資
は 

議
を
決
定
す
可

JTC-方
法
並
に
此
戰
鬪
手
段
の
適
用
に
關
す
る
條
伸
を
厳
密
に 

と
し
、又
其

H
場
閉
鎖
だ
加
，盟
企
業
全
部
に

.
S
る
可
き
か
將
お
一
部

H

場
の
閉 

か
f
t
各
場
仓
に
就
て
之
を
決
定
す
る

s
J

と
と
せ
る
を
其
一 

於
て
如
何
な
る
方
法
に
依

6

閉
鎮
す
可
き
部
：分
と
解

j

屈
す
可
き
勞
働
者 

區
別
す
べ
き
か
の
問
題

.に
就
て
は
，

N
が
.解
決
方
法
を
詳
細
に
聯
八
ロ
規
約

I' こ 定 J ： に に ，盟

业 す 場 準 對 龍  

む る 閉 據 抗 エ  

可 を 鎮 せ す な  

き 常 の る る る

る
武
器
を
以 

對
し
一
定
の 

む
る

i HE：

て
之 

規
約

&

に、

部

的

閉

鎖

の

場

<ロ
に 

と

を
爾
儉
の
都
分
と 

中
に
規
定
す
る
の
風

S

何
れ
に
も
せ
ょ
、エ
場
の
閉
鎖
は
當
該
企
業
家
取

A

多
大
の
損
夹

‘お
る
を
免
れ

#I;

る
が
故 

に
、
斷
鎮
块
議
は
動
！ダ
す
れ
ぱ
意
志
撒

弱
な
る

淺
慮
の
企
業
家
の
逵
背

す
る
所
と

爲
る
の

危
臉 

あ

6

0

义
一
方
に
は
聯
合
外
の
同
業

.者
の
其
機
に
乗
じ
て
服
路
を
曉
略
す
る
の
危
臉
ギ
少
'な 

し
ふ
せ

.す
。

最
に
於
て
ぐ

®

主
K 
An 

e
此
，等
の
危
臉
を
豫
防
せ
ん
が
爲
に
、先
づ
加
盟
'企
業
家

P

S

E

^

H

i

o

H

H

N

N

N

^

l

70

に
織
し
て
は
厳
重
な
る
奨
約
的
，處
龍
の
方
法
を
説
：

P

 V

弱
志
の
徒
の
契
約

0

背

t

防

S

に 

職

<ロ
員
外
者
に
働
し
て
は

「

力
ル
テ
ル

」

の
常
套
手
段
た
る
原
料
閉
鎖
の
方
法
に
依

6

て
其
建
/ホ 

を
阻
上
す
る
の
，手
段
に
出
づ
。
此
場
合
に
於
け
る
所
購
原
料
閉
鎖

i

は

®

主
聯

<
n

が
當
該
産 

業
の
廣
料

W

助
材
料
の
供

®
者
と
，織

結

す

る

一

種

の
#

外
的
契
約
に
レ
て
、卽
ち
少
な
く
と
？ 

同
盟

0 H

文
は

5̂

場
閑
鎖
の
繼
績
期
間
、®
合
員

外

者
、，に
原
料
及

 ̂

®
助
材
料
の
供
餘
を
爲
さ 

>

ら
し
む
る
の
契
約
な
ろ
。
，有
力
な
る
廣
主
聯

A口
は
原
料
供
驗
者
に
對
し
て
此
契
約
を
®
結 

遵
守
せ
し
む
る
の
實
力
を
有
す
る
ネ
の
な
れ
ぱ
依
て
以
て
聯
合
員
外
者
の
雙
勝
を

®
 

t
しけザ 

る
は
勿
隋

E

に
此
規
約
を
組
員
の
上
に
掀
張
し
て

.其
脱
盟
違
約
を
ダ
防
业
し
得
可
き
な

-

OV。 

か
し
此
实
約
に
際
し

V

 

H

常
に
其
適
用
區
，域
を
聯

.合
所
在
，：地

附

近

1

定
，の

地

域

に

限

旣 

存
の
注
文
並
に

.宫
廳
其
他
の

r

定
の
法
文
に
應
す
る
の
原
料
供
絡
に
關
す
る
例
^
的
規
約
を 

ぶ
設
け
，て
、實

際

の

必

要

に

適

應

す

る

を

常

と

す

。：

唯
-
此̂
手
段
は
組
A

P

M外
者
に

»

し
#
に
颇 

る
峻
酷
な
る
給
巢
を
及
ぼ
す

,

の̂
あ
る
が
故
に
、世
間
往

V

之を
非難
すの
あろ

i

雖
ダ
、
 

此
種
の
契
約
は
商
工
業
よ
常
に
其
例
少
な
わ
ら
ざ
る
所
に
し
て
，叉
廣
主
の
自
衞
上
必
須
の
手 

段
お
る
こ
と
な
れ
ぱ
普
人
は
特
に
此
點
ょ

-

レ̂
て
獨

6

®
主
聯
会
の
，，み

を

難

す

る

を

得f
u

る 

可
し
。

其
.他
、？
^
主
聯
仓
は
單
に
不
穩
の
勞
働
者
を
解
雁
し
之

k

代
ふ
る
に
他
の

»

傭
發
働
卷
を
以

..

缴
働
者
に
對
す
る
鹿
生
の
糊
合

七
0
1



; ; ;

奢
お
"

S O

、

.

t

l

i

i
合 

' 

.、

七
§

て
す
る
の
方
法
に
依
：ろ
揮

H
:

勞

働

者

を

屈
服
せ
し
め
得
可
し
と
認
む
る
蹄
は
、極
端
な
る
工
場 

閉
鎮
の
手
段
に
訴
ふ
る
に
至
ら
ナ
し
て
止
む

-
こ
と

.あ

6

0
斯
る
：場
合

.t
於
て
モ
用
す
可
き 

傭
者
の
有
無
如
何
は
斯
策
實
行
上
主
要
の
要
件
な
る
が
故
に
、

®

主
®
合

は

罷

エ

同

仁
加

P
 

ら

さ

る

勞

働

者

を

保

護

す

る

の

取

ん

以

て

同

®

勞
働
者
の
勢
を
制
す
る
の

I

に
：,
ね̂

. 

斯
t
ズ
て
同
盟
罷

H
の
繼

f

.

*厲
主

.組
合
員
は
聯
合
し
て

I

能H

勞
働
者
の
履
傭
を
停

t
し
其
就 

®

の
途
を
杜
絕
す
る
な
タ
。
，

.此
場
合
に
於
て
職

<
ロ
1^

主
；間

U

勞

働

紹

介
の
制
度
あ
る
摩
は
韻 

合
本
都
は
所
離
罷

H

人
名
表
に
依

.ろ
籠

H

に
加
は
れ
る
缴
働
者
の

.，氏
名
組
合
：員

A
4部
に
通 

知
し
、以
て
此
努
働
者
の

就
職
を
全
然

閉
鎖
す

る
を
得
可
く

i

て
¥

業
家
間
に
於
け
る
完

^

な 

る
势
働
紹
介
の
組
織
は

H

場
閉
鎖
又
傭
停
止
の
結
粟
を

完

全

な

ら

し

む

る

の

便

ち

6

。

又
慕
主
聯
合
の
爲
め
に
有
力
な
る
一
手
段
お
る
を
突
は

It；

る
な

.

CNO 

'

S 

,
 

'

斯
る
手
段
に

#

ぐ
て
数
働
者
の
資
源
を
縮
ち
其
.屈
服
を
促
す

i

共
に

®

主
聯
へ
ロ
は
义

t
、
. 

方
に
，於
て

P

盟
籠

H

义
は

H

場
閉
鎖
に
會
せ
る
組
合
員
の

'損
害
を
緩
和
輕
減
す
る
の
手
段
を 

f

 

J

も
の
ぁ

i

斯
る
災
厄
に
遭
遇
せ
る
企
業
の
爲
に
聯
合
組
合
員
連
帶
し
て
該
企
業
の

る
カ
メ
き
或
は
斯
る
企
業
の
爲
に
其
顾
客
の
保
留

L
'

協

力

し

組

<
ロ

員

相

約

じ

て

同

盟

籠

ェ

ま

レ
、

.

r I 

レ '

き-;

P

I

I

i

續
中
漸
顧
客

i

關
係
す

.る
を

避

け
、決
し
て
，被

害
企

.業
家
の
藤
客
を
奪
は
を
る
.

#
を 

.け

如
"
"

S

S

は
？

員
一
致
し
て
其

‘颜
客
に
？

る
受
渡
奨
約
中
に
旧

r
H

s
i

 

の
繼

*

f

.

§

受
渡
期

B
を

®
湖
す

J

」

旨
を
豫
め

i

に
約
束
す

る
の
..手
段 

に
出
づ

る
が

如
き
卽
ち
皆
？

〜

此
種
の
損
害
緩
和
策

S

數
の
履

主
f

の
等
し
ぐ
を

I

行
J

所U

し
て

、S

I
 

W 
f

 
S

レ

M

つ
i

害
を

U

 Q

 

^
果
頗
る

> 

,
な
か
ら
さ
る
所
な
れ

ど

ま

し

、§

の
t

ま

1

1

の

i
 
I

U

し
て
且
つ
有
力

マ
な
t

の
は
同
盟
組

<

£
 

■

し
て
缴
働
に
？

る
爭
闘
ょ

u

s

を
直
接
に
分
廣 

袖
償
す
る
所
購
罷

H

損
害
前
償
の
制
度
な
，ろ

i

す
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ま

.

.

.此
，龍
エ
損

I

償
の
制
度
は
聯
合
員
，一
般

.ょ
/
A

金
を

S

し
、之
を
以
て

f

 U

 

M

‘ま
 

難
に
遭
週
せ
る
企
業
の
損
ま
を

f

す
る
ダ
の
な
ろ
。

是

れ
組
織

S
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な
る
履
主
徹

<
3、殊
に

の

せ

ん

i

努
む
る
所
に
し

"

、
i

f

 

l

i

sの 

パ

f

す
る

^

®
能

給

と

等

し

く

、
一 

.種
の
保
臉
に
類
し
、同
盟
罷
エ
又
は
工
場 

隱
鎭
に
伴
へ
る
企
業
家
の
苦
痛
，

i

s

#

を
減
殺
す
る
上
に
於
て
最
ダ
有
效
な
る
手
投

t

i

す

u

し

て

罷

ェ

損

害

|

の
I

に
は
二
種
の
區
別
す 

わ

u
'
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.
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6

0

卽
ち
本
部
派
の
組

®

に
依
れ
ぱ
、各

*

主
聯
合
は
自
ら

®

エ
*
償
の
資
金
戦
集
の
職
に
當 

-
0

且つ被害者に前償を支給するの任を政るゆして、
本

.部
は
唯
！此
W

償
支
出
に

#
 

す
る

#

保
臉
的
業
燕
を
取

.る
の
機
關
と
し
て
別
に
其
加
盟
組
合
の
集
闇
ょ

-
^
同
盟

|能
エ
損

'
# 

陈8
1̂

職
ず
な
る
組
命
を
組
織
せ
し

'
む
る
も
の
な
る
が
、所
爾
齋
合
會
派
の
組
纖
、は
之
に
反
し
、各 

夏
主
聯

<
ロ
@

ら
此
嘯
償
制
度

.實
行
の
當

.局
者
：と
爲
'る
こ
と
な
く
明
に
獨
立
な
る
損
害

W

愤
會 

社
を
選
定
し
て
直
接
補
償
の
職
に
當
ら
し
め
、而
し
て
此
奪
の

W

償會社に

S

す
る
再
保
險
機 

關
と
し

V

聯
合
會
自

S
S
:

プ

能

損

i
i

を

r
£

的
レ
、
’ボ
が
獨
逸

i
i

團
聯

<
n

仏
f

t
な 

る

一

會
社
を
設
定
す
る
な

6

。
'
何
れ
に
し
て
も
其
結
某
は
實
際
相
等
し
く

"3T

な
る
所
は
惟

r

舰 

償
實
施
の
手
續

U

過
ぎ

f
o

る次第なる此等兩

★

聯
合
會
に
屬

せ

ざ

る
爾
餘
の

*

主
聯
<ロ
 

に
在
，0

て
ダ
、本
部
派
又
は
聰
合
會
派
の
原
則
に
則

6

て
同
機
の
*
償
制
度
を
敦
く
る
な
の
少 

な

&

ら
さ
る
の
狀
も

6

。

而
し
て
此

.等
め
•補
償
當
局
者
が
損
害
發
生
の
場
合
に
實
際
支
絶
す 

る
#

愤
金
額
は

一

部
®

組
合
に
在

6
 V

，

は
事
件
發
生
每
に
適
宜
之
を
決
す
る
の
狀
ぁ
る
も
！
 

他
の
組

<

ロ
に
在

6

て
は
：豫
め
規
約
に
規

.定
せ
る
標
準
に
俄

6

正
確
に
之
を
.算
出
決
定
す
る
の 

風
ぁ

i

此
後
者
の
場

<

ロ
に
於
て
は

W

償
組
織
は
殆
ど
全
く
保
臉
組
纖
と
同

b

<
4
0
0
者 

棚
利
と
し
て
補
償
を
：要
求
す
る
の
權
限
タ
な
く
、從
て
其
組
織
亦
保
臉

Hi?

の
監
督
を
受
け
ざ 

る
の
ニ
事
が
普
通
の
保
臉
機

■

と
異
な
れ
る
の

'み
。
®
に
角
其
補
償
組
織
の
獨
逸
に
於
け
る

fe

h
1

I
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I

I

I
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達
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る

顯

箸
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ス

、
ア
.

ル
バ
ィ
ッ
デ

•

ジ
ッ
細
上
の
報
告
に
憐
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す
ぱ
 

一

0

丸
年
同
廣
に
は
上
述
ニ

 

の
大
骤
合
會
，の
前
償
阻
織
の

外
に
尙

6

十
 

一
®

の 

立
な
る
罷

H

靴

償

，會

社

と

罷

エ
*

償
制
廣
を
規
約
に
規
、定
せ
る
二
十
六
：筒
の

®

主
嗎
A

口
あ
久 

又
此
制
廣
を
實
施
せ
る
蔣
主
聯
合
は
ニ
九
ニ

 

0

年
度
に
於
て

H

民
的
聯
合
二
十
七
、

め

f

 

合
五
十
一
、部
市
的
聯
合
窗
ニ
十
丸
を
算
せ

6

 

i

云
ふ
。

‘

併
し
、此

損

害

補

償

は

同

盟

罷

エ

海

に

，必

卞

支

緣

せ

ら

る

、

，

P

の
に
非
卞

0

，被
害
者
に
飘
す 

る
，
®

主
職
合
の
其
他
の
救
濟
手
段
？
亦
常

>

に
必
す
施
さ

る
)
，，

ダ

の

に

非

卞

。

.聯

合

ブ

の
 

其
f

t

の
救
濟
を
施
す
は

」

般
の
損
害
保
臉

の
.

場
合
X

は
勞
働
組
，合
の
罷
エ
補
粉
の

®
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み
等
し
く
、其
被
害
が
被
害
者
自
身

.

.

の
罪
，過
に
基
か
さ
る
，と
其
他
の
一
定
の
條
件
具
備
と
る
毅 

仓
に
服
れ

6

。
故

2
^

被
害
者
は
其
救
濟
を
，得
る
に
先
だ
ち
て
此
條
件
の
具
備
ォ
る
や
否

b

つ 

審
査
を
受
け
ざ
る
可
ら
此
審
査
の
當
局
者
は
或
は
理
事
又
は
監
査
役
若
く
は
總
會
等 

<
1
^

に
依
6

a

々

雜

多

に

し

て

、j

定

せ

す

、X

組
合
に
依
ろ
て
は
此
第
二
審
の
審
森
に

,

し
不 

も
る
場

<

ロ
に
總
會
其
他
一
定
の
再
審
機
闘
に
上
告
ず
る
を
得
せ
し
む
る
ダ
の
あ

6
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.
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し
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後
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審
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其

他
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救

濟
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備
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す
る
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此
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濟
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七0

力

む
る
と
共
に
、勞
働
者
の

M

結

に

對
し
て
企

#

，家
の
地

.

位
を
載
固
な
ら
し

.

，

：
3

る
' 

こ

と

：'
大

な

る

の
 

施
設
と
云
、

》

可
し
。
 

\

 

\

其
！他
、*

主

聯<

ロ
は
又
其
設
せ
一
る
#

働
紹
介
組
，織
の
利
用
に
依
ぅ
て
同
盟
龍
エ
の
豫
防
幷 

に
‘防
纖
に
大
に
資
す
る
ダ
の
あ
ろ
。
勞
働
紹
，介
の
組
織
に
は
公
設
組
織
、營
業
組
織
、得
働
組

<
n

 

の
設
立
せ
る
ダ
の
、公

S

的
圆
體
の
設
立
せ
る
？
の、等

®

々
あ
れ
と
ダ
、

(

拙
譯
經

#

政
策
後
編
.下 

‘
卷
八

一

款
參
照

)

、就
中
、廣
，主
聯
，合

に

®
,
り
て
最
ダ
便
利
な
る
ダ
の
t
t廣
主
の
闇
體
の
設
立
に
係 

る
ダ
の
是
な
と
此
組
織
に
據
れ
ぱ
§

介
組
織
加
盟
せ
る
企
業
家
は
常
に
厲
傭
せ
ん
と 

す
る
勢
働
者
の
數
、資
称
幷
に
報
酬
等
を
紹
介
所
に
通
知
し
、紹
介
所
ぱ
就
職
を
講
求
し
來
る
勞 

働
者
中
よ
ら
適
當
と
認
む
る
者
を
選
み

'て
そ
ル

>
A\
の
廣
主
に
振
向
け
之
廣
傭
せ
し
む
る 

.
な
6

。

，此
場
合
に
於
て
.紹

介

所

•就
職
請
ま
者
，の
傳
‘票
を
調

m

し
、詳
細
に
各
势
働
者
の
挟
能 

來
歷
等
、を
調
査
す
る
が
故
に
、履
主
の
聯
合
規
約
に
於
て
缴
働
者
の
®
傭
上
各
自
互
に
此
紹
介 

所
に
依
る
可
き
旨

.を
約
束
せ
る
蹄
は
、其
紹
介
所
の
利
用
は
組
合
東
主

一

般
に
對
し
て
强
制
的 

i

爲

る

，と
共
に
、組
合
展
主
の
下
に
就
職
せ
ん

と

す
る
勞
働
者
に
，取

6

て

亦

强

制

：

g
： 

i

爲
る 

可
し
。
然
る

W

は
此
紹
介
所
は
組

<
ロ
員
を
し

.て
*

傭
發
働
者
の
過
去
に
於
け
る
契
約
遠
反
、籠 

H

加
，激

.其
他
の
，行
動
を
調
査
之

.を
猎
督
す
る
を
得
せ
し
め
、罷

H
:

者
k

對
し
て
就
服
を
閉
锁

85

す
る
を
得
せ
し
，
る

6

機
闕
と
當
る

T
 
く
、更
に
廣
く
各
嫩
方
の
嵐

®

银
介
所
鳳
に

f

麻
を
！̂に

く
る
持
其
調
査
の
便
を
加

.ふ
る
と
共

u

i
 H

發

生

の

際

，
に

他

，，ょ

6

代

用

缴

働

者

を
®

®

し

得

る

の

媒

介

機

關
i

爲
る
を
。得
可
し
。

厲
主
の
，
設
立
せ
る
勞
：働
紹
介
組
.織

が

榮

働

者

の

幽

體
に
劉
ず
る
企
業
家
の
對
抗
戦
に
際
し
て
，企
業
家
の

.
爲
に

*

要
，な
る
援
助
手
み
お
る

t

以
て 

知
る
可
き
な

6

。 

，
 

V

然
れ
.

ぱ
廣
主
の
勞
働
紹
介
組
織
の
近
年
獨
逸
を
朝
，め、各
地
方
に
設
立
せ
ら
る
、

ダ
 

き
を
.

力

V
?

る〜
：
P

ン
に
各
紹
介
所
間
に
聯
絡
を
設
け
ん

i

す

る

企

，，
書

の

唱

導

着

手

せ

ら

る

く

 

^

 

の
又
漸
く
多
き
を
加
：ふ

.

る
の
.

狀
あ

る
、取

て

怪

む

を

要

せ

ホ

。

現
に
•獨

逸

に

は

百

八

十

有

涂

の 

此

種

势

働

紹

介

組

，織

あ
I

又

前

述

せ

る

獨

逸

の

J

 

r

ホ

厲

主
 

'

聯
A

ロ
國
.

の
如
き
は
卒
：
此隙洛を 

策
せ
る
と
共
に
一
九

0

九
年
に
は
遂
に
兩
聯
合
に
屬
せ
る
紹
介

所

全
.部
の
.

會

命

を

催

す

に

.
至 

れ
る
の
有
機
な

6

。

此
等
の
勞
働
紹
介
組
織
は
勿
論
單

.

に
勞
働
者
の

W

體
的
抵
抗
に
對

す

る
 

防

/f

 

§的
の
み

£

 

0

,
甘
る
ダ
の

U

 

#
す
、爾
餘
幾

.多
の

2

亦
’確
に
其
發
達
の
賺
因
お

.CS 

_ i

s

M

な

し

と

0

J

か

«

1

度
此

£

.
の

成

立

る

以

上
、其

.存

J

 

i

.働
者
戦
闘
に 

M

て
大
に
企
業
索
に

.利
す
る
所
あ
る
は
復
た
多
言
を
寒
せ

fr」

る

.可
し
。

,

七 

-〜

，
，

'

元
来
企
業
家

i

勞

働

者

が

生

產

上

相

互

協

力

せ

る

可

ら

さ

る

は

，何
人
ダ
知
悉
：せ
る
所
、
※

缴

に

對

す

る

雇

虫
0
柳
合
ぺ

七
0
七
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七0

八

る
に
相
互
•協

力

す

可
>き
地
位

'
に
立
て
る
此
兩
階
級

.
が
互
‘
に
結
.束
し
て
武
備
を

*

へ、成
揮
堂
々

’戦
意
勃
：々
相
纖
立
す
る
辟

1

見
眞
に
國
民
，經
濟
料
パ
達
の
爲
に
悲
む
可
き
現
象
お
る
の
觀
な
き

を
得
4

^

9

雄
に
.

新
に
.

結
束
せ
る

®

體
.

，が
@

家
の
實
カ

.

を
過
信
し

.

て
働
i

ダ
す
れ
ぱ
聰
鬪
手
段
に

W

 

,へ'
ん
み
す
る
の
狀
あ
る
は
、自
然
の
勢

i

は
云
へ

r
.

國
社
，會
の
爲
に

>
K

に
慎
嘆
せ
ざ
る
を
得 

ざ
る
な

.C
N
。

然
シ
と
雖
ぢ
將
來
の
發
達
を
推

.想
す
れ

.ぱ
斯
る
有
力

.な
る

i

衛
的
防
鐵
的
圓
體
の
組
織
は

. 

總
て
甫
者
の
平
和
的
接
近
を
來
お
す
の
二
階

'段
：お
る
な
き
を
保
せ

.す
。
蓋
し
有
力
な
る
攻

®
 

的
聯

<
n

に
激
•し

y

等
し
く
有
力
な
る
防
禦
的
圓
體
組
織
せ
ら
る
、
勘
は
、兩
者
共
に
無
謀
の

i
l

 

戦
を
雖
け
て
姿
協
的

1̂
:

和
的
調
和
を
謀
る
の
風
を
聊
敎
す

I
s
T

け

れ

ぱ

な

'
^
。

吾
人
は
過
古
の 

國
際
的
政
治
.
W

係
に
於
て
旣
に
斯
る
經
過

.，を

お

i 

.現

今

の

所

、附

斌

装
.的
平
和

の
.
狀

態

は
 

斯
く
し
て
生

b

來
れ

6

。
惟
 

'か
に
企
業

‘家
勞
働
：者
間

.

©
關
：係
ダ
亦
之
に

等

し

き

發

建

め

，，經
赂 

を
追
あ
ダ
の
も
る
可
し

。
' 

其
他
又
兩
者
の
間
に
戦
鬪
發
生
せ
る
場

<
ロ
に
於
て
ダ
"其
戦
闘
は
闘 

結
な

き
場
合
ょ

6

タ
®

速
に
終
結
を
見
る
冗
く
、經
濟
上
の
揚
害
亦
從

 

< 

少
な

.
き
を
得
可
し

G 

何
i

な
れ

ぱ
組

織

艘
然
お
る
團
體
間
の
戦
爭
は
無
組
織
な
る
戦
爭
ょ

6
 
«
勝
敗
の
決

雄
に 

饰
條
約
の
飾
結
亦
逮
：な
る
を
得
可
け
れ
ぱ
な

6

。
 

‘，.
 

.

ま
I聽
命
の
廣
達
尙
.ね
勒
激
に
厲
せ

.る
當
今
に
，敕

て

未

だ

斯

る

結

课

を

'見

る

に

至

ら4K

る

II
I
iII
I
P

I

h
r-

P

87

寧
ろ
反
徵
に
戰
意
を
大
な
ら
し
む
る
の
狀
あ
：

6

i

雖
ぢ
、然
か

^

鬼
に
角
，埃
緒
東
は
，.企
業
家
を 

し
て

j

定
の
.

鬪
體
に
服
從
し
個
人
の
我
意
を
捨
て

〜

共
同
の
意
击
に
從
ふ
の
風
に
惯
熟
せ
し 

め
大
に
協
力
組
織
的
發
達
の
素
因
を
促
進
す
る
の

.

結
果
あ

6

。

又
社
會
的
ま
達
の
爲
に

一 

好
巢
i

云

か

可
き
な

パ

。

唯
i

闘
®

の
後
援
は
企
業
家
の

.
l
E
n

家

貴

任

の

觀

念

を

顯

め

、其
.輕
ネ
な 

る
挑
戦
的
態
度
を

0

政
す
る
に
至
ら
さ
る
や
の
赚
な
き
に
非

#

 

i

 

0

ダ
、組

A

P

の
後
援
を
企
業 

家
g

身
の
菲
過
に
墓
か

f
t；

る
籠

H

の
場
合
に
限
る
規
約
の
厲
行
は
以
て
此
危
臉
を

j

掃
す
る 

に
•足
る
可
く
、從
て
此
危
臉
は
甚
だ
し
く
憂
、
る
を
要
，せ
ざ
る
可
し
。

其
他

、
®
主
の
：聯

<口
れ
動

< 
だ
す
れ
ぱ
彼
の

g

表
..の
如
き
辛
辣
な
る
攻
擊
手
段
を
努
働
者
に
加 

、か

る

の！

事

は

往

々

世

人

を

し

て

此

聯<
n

に
織
聪
お
ら
し
む
る
の
あ
ん

.
と
.雖

.P、

是
れ
戰

if 

上
腊

14,

免
る

S
を
得

ざ

る

I 

‘小
弊
害
の
み
。
企
業
家
に
贤
し
て
自
衞
の
桃
利
を
認
め
、其

0

衞 

0

を
正
當
，視
す
る
以
上
、單
に
斯
る
小
脾
害
の
故
を
以
て
其
自 

得
ざ
る
可
し
。
況
ん
や
其
ニ
方
に
於
て
廣
主
の
聯

<口
は
組

<11

員
間
に
於
け 

ニ
な
ら
し
め
二
部
企
業
の
下
に
於
け
る
昔
酷
の
條
件
を
撒
廢
し
て
之
を
適 

歸
せ
し
む
る
の
劾
巢
あ
る
，に
於
て
を
や
。
此
發
働
條
件
の
截
一

旣
に
極
力
盡
粹
し
つ
-

〜

あ
る
所
に
し
て
、勢
働
者
に
謝
し

\

し
ダ
亦
 

一
★

利
猛
お
る
な
ろ
。

喪
す
に
展
主
聯
，合は
雇
主
に
取

'
^
，.て
‘は
自
衛
，權
の
發
動

'
 
な<

^。

等
卿
，者

.に
謝
し

\
J

自

ボ

^
段

一

切
を
否
認
す
る
を 

る
努
働
條
件
を
齋 

當
な
ん
範
圓
内
に 

は
.；|
:
:に̂
嫌
多
の

»

主
»
#
の

努
働
者
に
對
す
る
魔
生
の
！
：命

七
0
九
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V 

. 

v-n:,.

ゾ./::; 

7
:

ろ
..：

明.
的
鬪
結
の

1

を
，
離

f

以
上
、
吾
：人：

5

企
業

f

 
S

t

て.
P

等
し

く
之

I

.め

る

を

#

 

‘

タ
。
又
旧
照

經
濟
の

上
よ

6

觀
れ
ぱ
此

.職
☆
は
社
會
の
組
織
的
發

達
の
上

に

生

せ

る

一
邀
お 

.

一
1

な
6

0

此
階

段
を
：
經
由

し

V

其
赴
く
處
律
今
卒

に

斷
言

.し
難
し

i

雖
4

ふ
に

決
M
 

て
破
壞
ボ
の

戰
鬪
に

S

し
て
寧
ろ

一

層

進
渉
せ

る
平
和
的
狀

態

に

在

ら

ん

。

S

S

Aロ發 

‘遂
の

前

維
は
强
ち
悲
觀
す
る

を

要
せ

さ
る
可
し
。
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M

英
國
先
帝

m の 旧 外
中
萃 的
一 .活

SI

,
Hド
ヮ
ー
ド
七
也
が
思
し
て
如
何
な
る
稷
度
す
で
、
英
國
の
外
交
を
. 

左
右
さ
れ
た
れ
は
、
现
代
史
上
のMハ
味
な
ろ

一

间
，題
で
あ
る
、
鍵
に 

r

英
屈
八
名
継

C
1

ぃ
織
據
で
、
編

It

生
征
サ
ー•シ

ド
1
1
^
-
'
。
リ
ー
が 

先
帝
の
傳
記
を
公
に
し
、
‘
外
交
政
数
の
上
に
は
先#
は
何
等
®
接
に 

躲
係
さ
れ
た
の
で
は
な
い
、
と
斷
言
し
ねSW昨
は
、
,

1

時
世
論
を
服 

は

し

，
？
：
^
こ

と

が

す

さ

た

。

今

シ

ド

T

•
リ
i
の
傅
，f

請
む
に
行 

岡
に
はS

か
ら
文
字
以
外
の
愈
味
が
な
い
•で
さ
な
い
と
思
は
れ
れ
0 

左
に
譯
出
し
て
あ
る
の
は
印
ち
リ
ー
の
傅
記
の
ぅ
ち
で
、
鬼
帘
の
外 

交
上
の
活
動
に
統
て
述5

で

ま
。

.

,

南
阿
戰
役
ホ
は
徽
溯
の
與
論
ほ
英
國
を
包
む
骨
.惡
の 

'

陰
|

;

¥

以
'

し
し
お
が
、

' 

そ
の
終
了
-
^
共
に
英
國
は
之
を

別
抑
し
て
靑
天
を
見
る
や
ラ
に
な
つ
お

0 
.それ
や
あ
る
か

' 

.
i
> 
•....

,
:
-
i 

，雜
、

,
,愈

，
：
、

/

ら
画
王
は
今
や
思

1
5

世
界
他
！^

情
>

5

を
滿
足
せ
.

し
め
、 

歐
大
陸
に
於
パ
る
多
數
の
親
成
故
奮
と
の
交
情
を
温
め 

ん
と
し
て
往
年
の
如
く
好
ん
や
海
外
1

の
途
に
上
ら 

れ

た

。
，
；
ズ

t

 

K

人
に
對
ず
る
同
情
か
ら
■

感
情
の
庇 

盛
や
あ
つ
お
糖
の
外
は
、.
國
主
f

t

常
に
大
陸
の
あ
ら
ゆ 

る
階
級
か
^

^

歡
迎
さ
れ
お
の
や
あ
つ
お
。
國
王
の
温

§̂
r
r

 

は
必
卞
威
情
の
融
和
を
促
進
す
可
く
、
英
闘
と
隣
强
i

 

の
關
係
を
改
善
し
、
世
界
の
一
敬
を
紫
圓
な
ら
し
む
る 

上
に
"

ま
面
親
ら
賞
獻
せ
ん
こ

i

は

、
，
國

王

の

快

適

， 

に
感
せ
ら
る

>
.

處
で
あ
つ
お
。
國
王
は
又
歐
■

の
平
*

 

を
維
持
す
ネ
の
は
、
帝
王
幷
に
爲
政
家
の
義
後
や
あ
る 

と
認
め
ら
れ
、
英
國
の
權
利
を
相
當
に
‘

是
認
さ
る
、
以 

上
は
、
外
國
i

親
交
を
保
お
ん

S
J
i

を
望
ま
れ
た
。
司 

抑
に
®

王
の
憲
法
上
の
地
位
i

、
個
人
的
修
養
i

は
外 

交
政
策
の
上
に
實
體
上
の
歉
響
を
及
ぱ
す
こ
i

能
は 

ら
し
：

3
5
5
.

お
。
薪
し
外
交
政
策
を
左
右
し
得
る
の
は
惟
ル 

大
E

あ
：る
の
み
や
あ
る
。
刷
王
は
數
ぱ
外
駒
に
於
て
大 

體
大
®

の
政
策
に
替
成
ず
と
の
旨
を
巧
み

U

述
べ
ら
れ

,

V 

-. 

,

.

.
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